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5/23ワーキングチーム会議への参考資料 
 

何時も色々とお世話になり有り難うございます。 

標記WT会議は、事情により欠席させて頂きますので、御了承下さい。 
 

 前回の会議で山林等の飽和雨量について色々と議論されました。次回はこの問題につい

て更に検討されることと思いますが、数点の資料を提出します。会議の席上でご参考にし

て頂ければ幸甚です。 

 資料１は「吉野川可動堰計画に代わる第十堰保全事業案と森林整備事業案の研究成果報

告書｣(H16.3：吉野川流域ビジョン 21委員会)の参考文献。（全文 231頁） 
 

  資料２は長野県林務局が中部森林管理局渡橋道で検討した結果をまとめた「森林と水プ
ロジェクト」の第１次報告からの抜粋です。（全文 14頁） 
 

 関連部分のみを記載しましたが、森林の面積は変わらなくても樹種・樹齢等による面積

はかなり変化しており、又地質による保留量についてもかなり差があります。上記文献の

最終結論については、必ずしも全面的に肯定できないと思いますが、提供された資料につ

いてはかなり努力して収集・作成されていると考えます。 

 特に吉野川は四国４県全てを流域としていますが、武庫川はこれに較べて流域面積は小

さく兵庫県１県のうち、約 500km2にすぎません。流域森林の年代的な変化と、その質的な

変化を更にきめ細かく調査することが必要であると思います。 

 兵庫県は武庫川流域の山林について上記資料と類似のデータはあるのでしょうか。森林

の樹種により区別した現況表はあるが、何年かに分けてその動態を調査することが重要で

あると思います。 

 

 以上宜しくお願いします。 
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